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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 経過連絡票は5／10（木）まで提出する事。

· 5／18(水) 11：00～ＯＴ学生（弘前ホスピタリティーアカデミー　3年）山田　友美さん見学予定。　　　　　

· 6／1(金)より、通所リハビリテーション施設“青陽館”利用開始予定。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1 朱夏に、発注した家具､物品の搬入依頼をする。　

2 各自､新設青陽館の間取りなど確認しておく。

3 既存の備品･物品の確認を行い、搬入品の選定を行う。

直近に使用しない物品については順次ダンボールなどにまとめていくこと。

4 青山荘からの搬入物品の運び出しを青山荘を通して依頼する。

　

※6/1から新規プログラムで進めていく為、早急に整備を進めること。プログラム改善担当者以外のスタッフも協力して作業を進めていくこと。
　

＜外来情報＞

· 森田　清助様　～「頭痛は治ったが、休み疲れしている」と話される。花粉症の為アレルギー剤処
　　　　　　　　方される。

· 高橋　百壽様　～日中の眠気が強いと話されるが、体調が安定しているので、ネオファーゲンＣの　　　
　　　　　　　　減薬を続けていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 我満　奈津紀様～「眠気はなくなった。連休中は３日間洗濯をし、１日は青明舎スタッフと一緒に　

掃除をした」と話される。「もう１人子供がほしい」と相談あり、主治医より後日ケア会議を実施し、妊娠や生活状況について話し合いを行う事を説明している。
· 晴山　美智子様～「仕事を辞めたくて父に相談したら叱られた」と話される。また、「生理がない」

　　　　　　　　　　と話される。主治医より、薬の副作用なので心配しないよう説明されている。　

＜利用者様情報＞

· 種市　久子様～5／9（水）来所予定。

· 三上　幸宏様・小野寺文明様～5／10（木）外来受診後デイケア体験利用予定。

· 井畑　光湖様～10：00頃「お腹の調子が悪いので休む」と電話連絡あり。スタッフが保護者に確

認すると「南部バスの、三戸営業所まで送りその後通所に行ったと思っていた。

最近食べない・動かない・吐く・下剤を飲むという状態が続いていて不安定である。本人の携帯にメールして連絡をとリ、デイケアに連絡する」と話される。スタッフより本人の携帯に何度も連絡を取るがつながらず、その事を保護者へ連絡を行っている。保護者より本人様の携帯電話に連絡をとったが連絡が繋がらない為、メールを送ったが連絡がないと話される。

→上記内容については佐藤A.O.Mへ報告。引き続き本人様の携帯に連絡をとるよう指示を受けている。

利用者様の中に誰か情報を受けている方がいないか確認を取る。

・　横山　耕生様～来所時から体調不良の訴えあり。血圧126/76ｍｍHg脈拍P93その後安静にし　　　　　　　　　
　　　　　　　　　様子観察する。午後にはレストランに移動し昼食は全量摂取されている。　　　　　

＜転倒・転落リスクアセスメント＞
・進め方について

①チェックリストの点数確認　②問題点への対応策　　⇒3ヶ月毎に確認していく。

・アセスメント

倉石　ヨシエ様（75歳）

①22点（危険度Ⅲ）

②・変形性膝関節症、変形性腰症の為歩行の不安定さあり、常に転倒の恐れある。見守り声かけして行く。

　・椅子に座ったまま閉眼してしまい、体勢を崩す恐れがある為、声かけして行く。

　・立ち上がりの際はふらつきが見られるので、見守り、場合により一部介助する。

小向　武雄様（74歳）

①17点（危険度Ⅲ）

②・歩行時に下を見て、ポケットに手を入れ歩く為、前に人がいても気付かず接触する可能性があり。周囲を見ながら歩くよう、また、姿勢を正して歩くよう声かけしていく。

　･青風荘に帰荘する時、先頭をきって早足で歩く為、ゆっくり歩くよう、また、他メンバーから離れ過ぎないよう声かけしていく。　

＜業務改善＞

○利用開始から対処までの流れの見直し、使用書類の見直しについて

· カルテに挟む書類の内容について、処方内容が経過記録と処方箋の2種類の記録用紙に記入する形になっている。処方内容を記録する用紙のあり方について要検討。
· 新規利用者様の面談時期と担当者の選定の時期が曖昧になっている。流れを考えて実施時期について要検討。

※流れと使用書類について、新案書類作成の上再度検討予定。










